
【概要】
 本⽇（3⽉10⽇）午前11時59分頃、1・2号機サービス建屋内の中央制御室⼊⼝へ向かう
通路において発煙があることを当社社員が発⾒し、双葉消防本部へ通報しました。

 ⾃衛消防隊が現場へ出向し、現場確認を⾏ったところ、発煙が無くなっていること、および通路
照明⽤に設置しているLED電球のカバーが焦げていることを確認しました。

 また、消防署における現場確認の結果、午後1時49分、⽕災事象ではないと判断されました。
 モニタリングポスト、敷地境界ダストモニタ、構内ダストモニタの指⽰値に有意な変動がないこと、
プラント設備への影響がないこと、ケガ⼈がいないことを確認しております。

 今後、LED電球のカバーが焦げた原因を調査し、適切に再発防⽌対策を講じてまいります。

福島第⼀原⼦⼒発電所 1･2号機サービス建屋内における
通路照明⽤のLED電球カバーの焦げについて
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